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福井県武生市における方言の共通語化
我々はまず、大きくまとめて次の一一つに一一」の要因雪求めることが
できよう。
Ｊ□共通語の情報の多少
ＪⅡ
語
自
体
の
も
つ
性
格
Ｅ
Ｊ
このうち、□については、浸在、方言の共通藷化一一一一一石える鰻一合に
避けては通れない問題と言えよう。
語によって、その共通語形が我々に情報（聴覚的・筏覚的）とし
て与えられる機会の多少は一つ一つ異なる。そして、その共通語形
が身近になればなる程、地域社会の人々はそれを理解語から使用一一識
の範蔭に取り入れるようになる。共通語形を伝える媒介物として
は、学校教育や様々に氾濫するマスメディア（テレビ・ラジオ・蒜
さてこれ・一三で、共選語形の浸透の度合を、場面差との関連で、六
つのタイプに分けて各々考察してきた。ある一つのタイプ（型）の
中でも、二」の姿は語により様々で、そうした様々な姿を呈するに至
らしめた要因もまた、多くのものか予想された。しかし、六つの型
に分類し、考察を進める中で、各項目における方言形から共通語形
への移行の過程が、③型から次第に㈹型に向かっての動きであるこ
とを、ほぼ確かめられたように思う。
そこで、これ・一一（で具体的に数量表やグラフを示した以外の項目を
も含めて、方言形から共通語形への移行に・おける様々な様相か、い
かなる要因によって生ずるのか、その辺のところを・三とめてみた
い。
三、共通語化の要因
鹿・繕誌など）が重一妄なものとして挙げられよう。学校教育やマス
メディアの影響で共通語化が進んでいると思われるものには、「お
た一三じゃくし‐｜「かえろ」「めだか」「かたつむり」「もぐら」「か
かし」「たこ」などがある。富た、農村においては、「じゃがいも」
「さといも」「とうもろこし」「かぼちゃ」といった農作物の名も、生
括に密接な関係一一一待つだけに共通語形に接する祷会か多くなるよう
である。なぜなら、生産者である農民も消費者の用いる名藏（ほと
んどの場合それが共通語形）を当然知っていなければならない時代
になってきているからである。
逆に、共通語諺を知ろうとしても、ほとんど学校教育やマスコミ
の情報にものらず、あまり耳にすることがで一一一一ないものもある。そ
の一つのよい例としては、「つむじ」が挙げられる。前にも述べた
ように、日常「つむじ」に関する会話が行なわれることはきわめて
稀であると思われ、せいぜい「つむじ風」や「つむじ曲がり」とか
いった別語としては聞かれても、雨の「つむじ」そのものとしての
情慧は希有に等しい。
注９
また、この他には、雪国のみに限られる遊戯「しみのり」や、そ
の語形に対する実物そのものがなくなったり、あっても稀だったり
して、共通語形と触れることが少ない「蟻地獄」「桑の実」「まわ
た」「お手玉」「肩車」「片足跳び」「ものもらい」などが挙げられ
る。
ｊ
次に、の一轡三因についてである。これもまた様々な面からその理由
を考えることがで一一一一る。。
まず考えられるのは、語源の安定性の問題である。たとえば、
「握り麓」のことを武生ではオックネと言い、「正座する」ことをオ
1９
ツ
ク
パ
イ
ス
ル
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
も
そ
も
ツ
ク
ネ
ル
と
か
ツ
ク
パ
ウ
と
いう動詞が鑓われなくなった今日、その語源を知一○人は少ない。二」
の不安定さが、必然的に共遇憲一三》〈け入れ一○要因となっている訳
である。一方、逆に「分室」におけるベッケなどは、その語源の明
確さゆえに、共通語形でないにもかかわらず、上位場面での使用率
が増加している。
次に、語音から受ける印象の問題があろう。共通語形の例ではな
いが、既に述べた「麦こがし」におけるオチラシー「上品な感じ
がする」との話者の内省が多いｌなどは、その語形から受ける印
象がよいために、上位場面で多く使用されていると見ることができ
る。さらには、方言形と共通語形の類似・相違度が問題にできると思
う。これは、両者が形態上類似していること、すなわち共通語化が
早いといったような単純なものではなく、例えば、「ふくろう」の
フクロコ、「河童の」カワッパ、「うるち」のウルマイ・ウルゴメな
どは、かえって韮〈通語形と似ていることが、方言形の根強い残存を
可能にしていると考えられる。したがって、一裂的には、極端に共
通語形と異なっている場合ほど共通語化が早いということが言えそ
うである。
最後に今一つ、ある方言形とある共通語形が同音異義の関係にあ
る場合を考えたい。例えば、武生市では「茶棚」の方言形としての
プロが聞かれる。ところがこれは、「風呂」の意の共通語形プロと
の間に同音衝突を起こすことから、次第に使用されなくなりつつあ
る
よ
う
で
あ
る
．
ヌ
ヵ
ー
「
も
み
が
ら
」
の
方
言
形
と
「
糠
」
の
共
通
語
形Ｉの場合もこれと同橇同音衝突がからんだ現象と見ることが
ここまでのところで、我々の調査目的に対する結論はほぼ出たよ
うに思う。語詞の面に限ってではあるが、四つの場面を設定したこ
とでその共通語化の過程を、いくつかのパターンの中で追うことが
できた。そして共通語形が全く入り込んでいない③型から、そのほ
とんどを共通語形が占めるに至っていろ⑥型まで、共通語形と方言
形の勢力関係は、語によって、場面によって実に様々な様相を呈す
るものであることが、数字という客観的資料の上に現われたと見ら
れよう。語は、やはりそれぞれの歴史を持っていたのである。
ところで、初めに予想したとおり、①から④場面に進むにしたが
い共通語形の使用が増加することは確かめられたが、今一つ、どの
場面とどの場面との間で最も共通語形の現われが顕著かという点で
は、やや意外な結果が出た。というのは、当初は、〔③Ｉ③〕Ｖ〔②
Ｉ③〕Ｖ〔①ｌ②〕キー一丁想していたが、表皿の示すところは全くそれ
の逆となってしまったからである。表皿は、数量表を作成した項目
（本稿では、その一部のみ掲澱）のうち、共通語形のあらわれる別
項目について、それぞれの項目ごとに各場面間の共通語形占有率
（％）の差を求め、つまり〔①ｌ②〕ならば、共通語形が②場面で占
で会｝る。
以上、今回の調査結果を通じて、「方言の共通語化」に関与して
いるであろう要因を簡単に整理してみた。つまり、これらのもの
が、①から④の場面の迷いとも複雑にからみ合って、方言形と共通
語形の多種多様な勢力関係が形成されていると考えられるのであ
一つ◎
四
、
ま
と
め
2０
福井県武生市における方言の共通語化
ざ今語化Ｉとの 期思表２１思われる。そういう意味から表皿を見ると、③と④の場面設定には
期待したほどの効果がなかったかもしれない。
以上、言語地理学的調査に場面差をとり入れて、方言の共通語化
のある一面を探ってみた。場面差そのもののとらえ方、また、それ
にともなう理想的な場面の設定方法、あるいは、何をもって共通語
化というか、どのようにしたらそれを正確に把握できるのか、共通
語化の要因とは、など、まだまだ残された問題点は多く、さらに
今回はあまり触れられなかったが、それらと地域差との関係も検討
されるべきである。ひとえに、多くの方々の御叱正、御指導をお願
いする次第である。
共通語占有率の場面間の推移
② ②
あるパーセントから①場一画て占めるパー
セントを引いて、最終的にⅢ項目の平均
値を出したものである。
はたして、こうした数量的処理を行な
ったものが、そのまま場面に対する人々
（老年届）の意識の反映であるかどうか、
いささか疑問の残る所ではあるが、この
数字を素直に解釈すれば、第①場面（同
年雅の土地の人とくつろいで話す時）以
外では、同じ村の若い者に対してさえも
共適語形を使わねばならぬという意識を
持っているということになろうか。そし
てそのことは、裏を返せば、武生市にお
いても、若年層での共通語化がかなり進
んでいることの間按的な証明にもなると
本稿は、昭和田年国語学会琴一手大会（於上唇大学）の発表に基づ
く
も
の
で
あ
る
。
右の発表のときには、武生市とその周辺部臨接地域の言語地図
を、スライドにて数枚映写した。ここでは、それらのうちから、四
枚を参考までに付す。
発表のスライドはカラーであったが、印刷のことを思い、モノク
ロに作り直したものを付した。
これらの資料は、ここ蚊年来、福井大学国語学研究室を中心に行
なってきたもので、すべて臨地調査による。ここに付した言語地図
は、その資料をもとに、地点数を約１’２にして作り直したもので
ある（なお、武生市の箕料は、第①場面の言語地図によった）。
いずれも、地鎗差のかなりはっきりしたものであるから、武生市
の地域特性に関しても、芳干の説明ができると思われるが、その概
要については、国語学会の発表要旨も参照された、・・
安部和江は、発表のときは山形和江であった。
注１武生市の地理的は侭については、本砺に付した図２１図
５、および『昭和別年国語学会春季大会発表要旨』ｐ稲を参
照のこと。
注２『国語学辞典』（画語学会調、昭加年、東京堂出臓）ｐ耐に
よれば、「豊ロｇ－ｏｐ元素一定の瞬間に有演体にはたらく刺歎
布野一の全体を一一口う語。「埼面」の淀念には、その刺激が有猿
休と力学的交渉間係にはいるというゲシタルト理誇が背後に
あり、また外的遍境のみならず内的逼境（心の中の状態）を
お
わ
り
に
2１
ｐ夕
含むという点に特徴がある。（以下噸）」とある。今回の濁査
で
設
定
し
た
「
場
面
」
も
、
ほ
ぼ
こ
の
立
切
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
券に、外殉一芝一一一に内勤一一《塗の加わった４つ○を「弓一口」と。｝プる
》
一
つ
え
方
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
〃
東
京
の
街
角
で
〃
と
い
う
外
的
緊
麓
が
等
し
く
て
も
、
そ
こ
で
会
っ
た
人
か
、
全
く
の
他
人
と
同
鄭
の
知
人
と
で
は
、
ま
る
で
内
的
嚢
境
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
注
３
「
従
来
の
」
と
い
っ
た
言
素
で
ま
と
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
は
語
蕊
が
お
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
、
老
年
厨
の
話
老
を
対
象
に
、
讐蕊同村の親しい人と話す湯・菅の語形を急ねる（一言署池認学
的）覇王をさしている。
注４『日本方言研究会繭四回研究発表会発表碩爾炎一一（佐藤充一
・淘田誠・徳川宗匿・本埜軍、昭蛆年ｎ月）ｐ則Ｉ田夢臓。
注５『新明解国語群典第二碇』（一一一省堂）には、「オオムギの極
を
煎
っ
て
ひ
い
た
粉
。
湯
で
霧
い
て
、
砂
糟
を
加
え
て
食
べ
る
。
」
と
あ
る
。
今
回
の
詞
壷
で
も
、
「
大
麦
を
煎
っ
て
轍
に
し
た
も
の
で
、
砂
撞
き
屯
こ
な
ど
を
混
ぜ
て
．
｛
《
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
黄
粉
み
た
い
な
も
の
を
何
と
言
い
ま
す
か
。
」
と
い
う
頁
問
を
し
て
い
ろ
。
し
か
し
、
》一一へ濠には、大麦のほかにも米を煎って扮にしたものもあり、
そ
れ
と
区
別
の
な
い
池
載
や
、
逆
に
両
者
に
別
の
名
称
を
与
え
て
い
る
地
域
が
殖
か
め
ら
れ
た
。
『
京
都
語
辞
典
一
（
井
之
□
育
一
・
温
井
令
以
知、国別年２月、東京堂出演）ｐ妬には、「オチラシ《名》米
や
麦
の
扮
。
八
三
郡
ｖ
渋
野
島
・
北
灌
・
図
画
４
つ
。
」
と
あ
る
Ｃ
注６大崎恭子・一固田美知子・譲浦教子一一一氏の調査箕科（昭和〃
年寅福井大学卒業論文）によるｃ
注７「譲坐箭填生活震蕊」（天野菱寅、「涛山市史籍一巻』読収、
注
８
「鋪獣醍髻臺」（一一
画蛆一一一９月）ｐ釧参魚。
東裸桑霜『調蝉分類方
潟『騨騨分類方一一畳辞典』
で
は
、
以
下
の
各
語
形
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
「
あ
じ
ち
・
あ
ぜ
ち
・
ろ
た
己
つ
し
や
・
あ
ら
え
。
い
え
も
ち
・
い
つ
こ
・
い
も
ち
・
い
ん
き
よ
・
え
－
も
ち
・
え
っ
こ
・
え
も
ち
。
．
お
じ
い
え
・
お
ば
い
え
・
か
・
一
二
ど
・
し
ょ
た
い
で
・
し
ん
た
く
。
し
ん
ち
・
し
ん
や
・
で
い
え
・
で
－
ベ
・
せ
や
も
ち
・
で
み
せ
・
で
や
ｄ
で
ん
べ
・
ぱ
つ
け
・
ぷ
ん
や
・
べ
つ
け
・
へ
や
・
や
ど
ば
え
。
わ
か
さ
れ
・
あ
ら
や
。
せ
わ
な
り
・
ぷ
ん
ち
・
よ
ん
な
か
。
わ
け
だ
し
」
注
９
懸
天
の
朝
に
は
、
笂
温
が
下
が
っ
て
、
渋
っ
て
い
た
雪
の
表
一
口
が
束
篭
し
固
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
子
供
が
そ
の
固
く
な
っ
た
雪
○
上
を
走
りまわったりして透ぶ選び。
ｌ
篝
戊
種
井
大
学
蓑
・
佐
藤
美
和
子
誓
県
黒
埼
町
立
慕
鳥小学懐教員・安部和江香川県裳南町立羽床小学校教員・
加
藤
和
夫
東
京
都
立
大
学
助
手
Ｉ
2２
